2025ガーデニングコンテスト審査結果
【家庭部門】
●最優秀賞「牧野義彦（まきの　よしひこ）」(下山)
コメント：
「１年間管理の集大成の月、６月。バラのイメージを考えながら剪定する時も楽しい時間です。」
●優秀賞「杉山　志づ子（すぎやま　しづこ）」(下山)
コメント：
「バラが大好きで５月～６月は毎年オープンガーデンをしています。草花は毎年、種を蒔いて育てています。小さな種からいろんな花が咲くのを見て、感動と幸せを感じています。」
●市民特別賞　「沢柳　厚司(さわやなぎ　あつし)」(切石)
コメント：
「春のバラから始まり、1年中ほぼ色とりどりのバラが咲いています。（推薦者）」
【コミュニティ部門】
●最優秀賞「夢ガーデニングクラブ」
コメント：
「広い場所で、沢山の方が見に来てくれます。花や種を分け合っています。お年寄りが楽しんで見てくれています。これからパンジーの植え込みが始まります。オープンガーデンにしてあるので、お気軽に見に来てください。」
●優秀賞「東鼎高齢者クラブ「東寿会（とうじゅかい）」(東鼎)
コメント：
「東鼎の高齢者クラブ「東寿会」の皆さんは、交差点を行き交う人びとに潤いを与えようと殺風景だった緑地帯に花木を植え、現在まで50年余にわたり継続して世話をして頂いています。」(推薦者)
○ミュニティ部門の「市民特別賞」はなし。


